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介護福祉士の一日体験（サンシャインにて）介護福祉士の一日体験（サンシャインにて）

小豆島中央高校
「櫂風」



小豆島中央高校 総合的な探究の時間「櫂風 」※（かいふう）

　私たちは櫂風の授業で福祉について調べようと思い、「介護の魅力を伝えよう」という目標を立
てて活動を行っています。
　私たちは介護という言葉をよく耳にしますがどういった仕事か知らなかったのでネットで調べたり、
教科書で探したりして介護について調べました。そして介護について興味を持ちました。
　そこで、私たちは介護の仕事をもっと知ろうと、サンシャインさんの協力のもと、介護福祉士の1日
体験を行いました。朝礼や食事のお手伝い、シーツ替えなどの貴重な体験をさせていただきました。
入居者の人たちと一緒に私たちが考えた体操をする時間もありました。笑顔で「ありがとう」と言っ
て下さった時はすごく嬉しかったです。
　体験を通じて私が感じたことは、入居者一人一人と話すことの楽しさです。自分たちの人生経験
を通して感じたこと、今の私たちが気をつけることややるべきことなど丁寧に教えて下さいました。
私はたくさんの言葉を受け取り胸がいっぱいになりました。介護の仕事は体力だけでなく、相手の
気持ちを考える力やコミュニケーション能力がとても大切だと感じました。
　この体験を通じて、もっと多くの人にこの介護の楽しさを知ってもらいたいと思いました。私たち
はどうすれば介護に興味を持ってもらえるかを考え、老人ホームでイベントを行おうと考えました。
私たちが計画しているイベントでは手作りのゲームや歌、昔の話を取り入れて、入居者の方々と一
緒に楽しめる工夫をしています。
　このイベントで高齢者との交流の仕方や楽しさを知ってもらい、介護に興味を持った人を増やし
たいと思いました。

高校生が小豆島を教材として、社会課題を探究し、自らの未来につなげていける
ようになることを目的としたプロジェクト

２年　木下彩花、藤岡桃子

( 実習風景 )

※総合的な探求の時間
　　「 櫂 風 」とは・・・
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■ 活動の概要
　今回のワークキャンプでは、8名の生徒が「豊寿園」を訪問しました。
現場では、車いすの誘導、入浴介助、ミニゲームなどの介護体験をさせていただきました。

■ 現場で得た大切な気付き
　実際に介護を体験する中で、特に車いすの誘導について深
い学びがありました。
　恐怖心を与えないような適切な速度で押すことはもちろ
ん、「次にどのような動きをするか」を事前に声掛けするこ
とが、高齢者の方の不安を取り除くために極めて重要。

私は将来、介護に関わりたいと考えています。今回のふれ
あいワークキャンプは非常に素晴らしい経験となりまし
た。豊寿園で丁寧にご指導いただいた車いすの使用方法な
どを、今後の生活や活動の中でも実践していきたいです。

〈生徒の感想〉

■ まとめ
　今回の体験で学んだ最も大切なことは、「介護
とは相手の心に寄り添い、その人の目線で世界を
見ようとすることから始まる」ということです。
今回の参加者は 8 名でしたが、今後はこの活動の
輪を 10人、20人と増やしていきたいです。

　介護をする側の目線で動くのではなく、「介護をされる人、
受け取る相手の立場」になって考え、行動することが大切。

小豆島中学校 ふれあいワークキャンプ

安心感を
与える工夫

心の在り方

小豆島中学校　生徒会

in豊寿園
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小豆島町社会福祉協議会災害研修を受講して

自分の命・家族の命を守るために

　11/21（金）、小豆島町社会福祉協議会主催の災害研修にて、香川県社協による災害ボランティアセンター
についての説明、一般社団法人いしのまき災害支援ネットワーク代表理事の阿部由紀さんの講演がありました。
　阿部さんは、東日本大震災時に、石巻市社会福祉協議会職員で、災害ボランティアセンターの主たる担当者
として従事し、現在は、能登半島地震をはじめとする全国各地の被災地支援にご尽力されている方です。
　数多くの被災地支援を行ってきた阿部さんの言葉で印象的だったのは、自分自身が被災者になる前提がない
と、減災にはつながらないということです。「自分は大丈夫」と思い込んでしまう心理は、正常性バイアスと
いう心の平穏を保とうとする誰にでも備わっている心理メカニズムですが、この考え方では、なかなか行動に
移すことができません。他人事ではなく、自分事として考え、災害が起こった時にどうなるかをイメージしな
がら備えをすることが、自分の命・家族の命を守ることにつながります。
　また、どの災害研修でも、地域の普段からの繋がりが大切だということを必ず言われます。共助の取り組み
を高めるために、日頃から地域と関わりを持ち、顔の見える
関係性を構築することも重要です。
　大規模災害時では、公助を担う機関（役場や消防、警察、
医療機関など）の職員も被災してしまうため、公助の機能に
も限界があります。
　一人ひとりが自分事として考え、行動し、地域で助け合う
取り組みが減災につながります。私自身も、今一度、日常的
に防災・減災を意識して行動していきたいと思います。

　今回、研修に参加し、能登地震にて地域支援を行った阿部由紀さんの講話を拝聴しました。被災直後の様子
や生活再建、今後の防災の取り組みを分かりやすく説明頂きました。当時の自分は、被災映像を「TV の向こ
うの出来事」として、自分とは離れた世界のように見ていたと思い返しました。
　今、私は「避難行動要支援者名簿」を取りまとめていますが、作業中に常に思う事があります。それは「自
分の命が危険な時に、地域の人に要支援者への支援をお願いしてよいのか？」という事です。小豆島も過去、
台風による土砂災害で多くの被害が出ました。仕事の中で高齢者の方から「逃げろと言われて、振り向いた時
には家が無かった」「食事の手を止めて逃げ、ギリギリ間に合った」など、一瞬の判断が命を分かつ話をたく
さん伺いました。共通しているのは「誰かが声をかけてくれたから」だと思
います。
　自分の立場で恐縮ですが、名簿を元に身の回りで「声掛け」が必要な人が
いるかどうかを知って下さい。南海トラフ地震への備えも必要ですが、小豆
島で一番身近な災害は風水害だと考えています。まずはその備えを地域で話
し合ってみてください。話し合いが行える強みが小豆島町の良さだと思います。
　まずは自分が助かる方法、次に自分の声が届く範囲の人が助かる方法を考
え、共有しましょう。それで少しでも被害を少なくできれば、それは立派な
防災ではないでしょうか。研修を経て、私も役場職員として、高齢者支援や
避難所準備など、出来る事から少しずつ形にしていきたいと考えています。

小豆島町地域包括支援センター
那須寛臣

小豆島町役場総務課　岡　兼弘
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　令和７年１０月２２日、小雨の降る肌寒い中、恒例の「小豆郡手をつなぐ育成会福祉ふれあいの集い」
を小豆島ふるさと村イベント広場で開催しました。
　この集いは、郡内外の障害者とその家族、また福祉施設間の親睦、交流を目的に毎年開催しています。
谷久会長から「今年もこの場で皆さんとお会いでき嬉しく思います。今日一日楽しいひとときを過ごし
てください。」と開会の挨拶がありました。はじめに、毎年ご参加いただいている人権擁護委員の皆様
によるキャンペーンでは、着ぐるみの「人 KEN まもる君」と「人 KEN あゆみちゃん」が登場し、参加
者は一緒に写真撮影をするなど、和やかな雰囲気に包まれていました。
　また、今回は、健康運動指導士の坂本真一先生を講師にお迎えして、ラジオ体操やリズム遊びなど、
お互いに声かけしながら、心地よい汗を流しました。会場では、当会有志による無料バザーとして、準
備した鉄板で、熱々のたい焼きやワッフルをワークショップ形式で各自お好みのデコレーションにする
など、長蛇の列で大変賑わいました。
　午後からは各施設からの余興を行いました。参加者は張り切って歌や踊りの披露、カラオケも好評で、
順番待ちで時間切れになった参加者も。残念ではありましたが、大いに笑って、歌って、会員同士の交
流を深め、来年も元気な姿で会うことを約束して閉会しました。
　このたびの福祉ふれあいの集いをはじめ、各種事業の実施に際し、両町担当課、社会福祉協議会、人
権擁護委員等の皆様に多大なるご理解とご支援をいただいております。この紙面をお借りして深く感謝
申し上げます。
　来年度、当会では第６０回総会の節目を迎えます。かつて、保護者の皆様方によって、この子たち（障
害者）の未来を築き、生まれた場所で暮らすことができるように願いを込め、昭和３７年に「親の会（平
成８年「育成会」改名）」として発足、以来、６０年余りの歳月が流れました。当時の関係者の皆様方
に敬意を表しますとともに、そのバトンを受け継いだ私たちが次代へ繋いでいかなければなりません。
昨今の障害者福祉は、法律の施行、福祉サービス制度の拡充等により、随分と充実してきた一方で、障
害のある子を抱える保護者らにとって、不安や悩みは尽きることがないのが現状です。小豆島が障害者
やその家族にとって、「安心して暮らすことのできる場所」であるよう、私たち会員も精一杯汗をかい
てまいりたいと思いますので、引き続き、関係者の皆様方の温かいご支援を賜りますようお願いします。

「福祉ふれあいの集い」を通じた障害者理解の促進を
小豆郡手をつなぐ育成会　相原隆幸

入会を希望される方は当会事務局（ひまわり福祉会 62-4636）までお問い合わせください。
新規会員募集中！
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赤い羽根共同募金

令和7年度　小豆島町社協会費報告

《一般会費》1,175,400円《賛助会費》1,348,000円
（令和8年2月1日現在）

ご協力ありがとうございました。

（令和7年10月1日～12月31日）
　みなさまからの温かいご支援、ご協力心から感謝申し上げます。今後とも引き
続きご協力お願いいたします。
　みなさまから寄せられた募金は、香川県共同募金会に一旦送金し、約３割は広
域事業に使われ、約７割は８年度の地域福祉活動資金として配分されます。

募金額内訳 （単位：円）

戸別募金
法人募金
職域募金
募金箱
街頭募金
自動販売機
そ の 他

合　　計

3,897,800
123,500
238,000
20,734
9,355

218,600
24

4,508,013

令和7年4月～令和7年12月
寄付件数 / 2 件 　寄付合計金額 / 1０1,4１０ 円

10/26（日）に、
商工まつりで募金活動を行いました。
皆様ご協力ありがとうございました。

あたたかな善意をありがとうございました。

I n f o rma t i o n

令和7年度助成報告

・小豆島町社会福祉協議会　　
・池田老人クラブ
・内海老人クラブ
・小豆島町老人クラブ連合会
・小豆郡手をつなぐ育成会
・小豆島町障害者
　スポーツ大会事務局
・小豆地区保護司会東分区
・小豆島町婦人会池田支部
・西村中条自治会
・あずき♪島っ子合唱団
・苗羽自治会
・中山農村歌舞伎保存会

4,072,775円

　ひまわり福祉会では、障害のある方々が住み慣れた小豆島で安心・安全に暮らしたいという長年の願いを実現するために、
グループホームソレイユＢを令和８年の夏に開業できることになりました。その新しい施設についてお知らせします。
〇場　所　　土庄町渕崎甲５１８番地１２（小豆島老人ホームおりーぶの東隣広場）
〇構　造　　木造２階建て（２階は女性専用の施設）　　〇延床面積　　約３５９㎡
〇居　室　　全室南向きの個室（物入れ付きの洋室で照明・エアコンは常設、ネット使用可）
〇居室数　　１階・２階に５居室 (計１０居室 )
〇１・２階にある共用施設  リビング、トイレ、洗面所、浴室、脱衣室、洗濯室、倉庫
　１階のみにある共用施設  食堂、車椅子用トイレ
〇共用家電 　洗濯機、乾燥機、テレビ等
〇利用者数　 計１０名
　　　　　　　・共同生活援助 (入居者 ) 　７名（女性４名、男性３名）
　　　　　　　※日常生活がある程度自立した方、女性は自力で階段利用できる方
　　　　　　　・短期入所（ショート） 　　２名
　　　　　　　・緊急時受入れ　　　　 　 １名　
〇入居者募集　令和８年春頃に募集予定 (事前に施設見学も可能 )
〇その他　　二面にあるグループホームソレイユは、新施設の開業に伴って、短期入所を廃止し、入居者１名を募集予定です。
　　　　　　職員も大募集しています。関心のある方は、ご遠慮なくグループホームソレイユ【☎ ７５-２３２０】まで
　　　　　　お問い合わせくださいますようお願いします。

グループホームソレイユＢの外観

退任のご挨拶
　このたび、令和８年３月３１日をもちまして、小豆島町社会福祉協議会事務局長を退任いたしました。
　在任中は、町民の皆様をはじめ、関係団体の皆様、行政の皆様から、格別のご理解とご支援を賜り、心よ
り厚く御礼申し上げます。
　地域福祉の推進という大切な役割を担い、多くの方々に支えられながら職務に励むことができ
ましたことは、私にとって何よりの財産となりました。
　小豆島町社会福祉協議会が、地域に寄り添い、誰もが安心して暮らせる町づくりの拠点として、
今後ますます発展していくことを心より願っております。
　最後に、皆さまのご健勝と小豆島町のさらなる発展をお祈り申し上げ、退任のご挨拶とさせて頂きます。

令和８年３月　小豆島町社会福祉協議会
事務局長　松田知巳

グループホームソレイユＢの開業（障害者向け）    社会福祉法人　ひまわり福祉会
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